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福島治先生は、2004年4月に本学に着任なさり、2012年3月まで8年間本学の教育
研究に貢献して下さった。先生は「語源博士」と言いたくなるような方で、英語のみ
ならず独語・仏語を始めとするヨーロッパの多くの言語について豊富な知識をお持ち
で、それらの言語の間の関連を、語源に遡って解き明かして言葉の研究の面白さを教
えて下さった。
ご出身は新潟県で、東京学芸大学学芸学部英語科を1966年に卒業なさり、さらに
同大学大学院修士課程を1969年に終えられた。一旦教職におつきになった後、1971
年に東京大学大学院人文科学研究科英語英文学専修修士課程に入学なさり、1973年
に修了なさった。1979年から1981年には、オックスフォード大学ジーザス・カレッ
ジにてギリシア・ラテン語研究に従事なさった。たまたま、東京大学大学院では先生
も私も故宮部菊男教授のご指導を受け、ゼミも1年あまりご一緒であった。驚いたこ
とに、先生は東大院生時代と現在とで、容姿、お人柄とも殆ど変化がなく、常にマイ
ペースで朗らかに教育・研究に励んでいらっしゃる。
教師としては、1969年から1971年まで学芸大学附属高校で教鞭をとられた後、和
光大学人文学部、電気通信大学電気通信学部での勤務を経て、2004年に本学に着任
なさった。2005年からは人間科学研究科人間文化科学専攻博士後期課程の「言語表
現文化」分野で、英語およびラテン語を中心に比較言語学の授業を担当なさった。
先生のご業績は、語源に関するもの、史的文法研究に関するもの、辞典類の作成
の三つに分けて考えることができる。先生は常に英語をヨーロッパ言語、とくにフ
ランス語、イタリア語、ラテン語との関係の中に位置づけて、これらの言語をトータ
ルに捉えてその史的発達を研究なさっている。このようなご研究の原点と言えるの
が、1992年に出版なさった『英語派生語語源辞典』（日本図書ライブ）である。これ
は福島先生独特の語源辞典で、884頁にわたる大部の単著である。英語派生語の「接
頭辞＋語幹」という構成を基盤に据えて、接頭辞、語幹の語源をラテン語に遡って解
き明かしている。ラテン語から、フランス語、イタリア語、英語に至る発達のプロセ
スが俯瞰できるばかりでなく、英語の語義の変遷も一目瞭然に理解できる。英語の語
彙、形態、意味の変遷およびその語源に関する知識の豊富なことに圧倒されるばかり
である。様々な語と語の関係が明らかにされ、興味の尽きない内容であり、語源を学
びながら英語語彙を増やすことに繋がる教育的にも有益な書である。この辞典からの
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発展と考えられるのが、ダンテとボッカチオの作品を読むための3冊の語源辞典であ
る。すべてイタリアのフィレンツェの Franco Cesati Editore社から出版されている。
2009年 に、An Etymological Dictionary for Reading Dante’s De Vulgari Eloquentia, 
2010年 に An Etymological Dictionary for Reading Boccaccio’s Filostrato, 2011年 に
An Etymological Dictionary for Reading Boccaccio’s Teseida、という具合に、最近3
年間毎年出版されている。最初の一冊が出版された時には、“It sells well in Italy.”と、
とても嬉しそうに仰っていた。売れ行きもよく、その後、第二冊目、三冊目と出版が
続き、ご退職後はボッカチオのデカメロンの出版をご計画であるという。400頁ない
し800頁におよぶ大部の著書を次々出版なさる先生のエネルギーに感服せざるを得な
い。
上述のような驚くべきエネルギーは、先生のもう一つの超人ぶりを知れば納得で
きる。先生は立派なマラソン・ランナーなのである。記録を述べると、フル・マラ
ソン （42.195 km） の国内陸連公認レースで125回完走 （東京国際マラソン・別府大分
毎日マラソン出場）なさり、自己ベスト記録は2時間45分20秒であるという。また、
このうち70回以上はサブスリー （3時間以内の完走） だそうである。残念ながら、最
近はレースの出場は中断なさっているとうかがっているが、それでも毎朝10キロの
ジョギングで健康を維持なさっている （「いやー、最近は堕落しております！」と先
生は仰ることでしょう）。23号館5階の研究室までの階段を、軽やかでスピード感あ
ふれる「歩き」で昇り降りしていらしたのは、長年の鍛錬の賜物だったのである。
先生はご自身の研究成果を授業に生かして、多くの学生に英語語彙の源流を探り、
その語形と意味の変遷および、ギリシア語・ラテン語を始めとするヨーロッパの言語
との関係を知る楽しみを与えて下さった。英語の史的研究を目指して大学院に進んだ
学生の指導にも熱意を注がれた。
今後も、先生の増々のご活躍とご健康を心からお祈り申し上げると同時に、マラ
ソン・ランナーとしての復活を期待したい。
